
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和4年3月15日（火）　　　　　　　　　　　　　司会・記録：種市　和人
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＜病棟連絡事項＞
・3月15日～受け入れ可能数　東病棟　50床（全体186床）

・感染拡大防止として、入院後5日間は経過観察期間となります。5日間は、レストランへの移動、作業療法やプログラムの実施は禁止、他病棟への移動（転出）はしない事になります。（6日目に転出となる場合、5日目にNEAR法実施確認します）

・コロナワクチン接種状況（全体）一覧
　3/15時点（入退院、病棟移動後）を全病棟一覧にしました。他のシートは整理しました。未接種の確認は3回目のプルダウンを使えば一覧で見られます。
　フォルダは以下にあります。

みんなの書類ホルダー青南病院★新型コロナウイルス感染症関係フォルダ
新型コロナワクチン接種関係外来・入院コロナワクチン接種関係
各病棟接種希望リスト（東・西・北・南）


＜入院・入室状況＞
【入院】
・竹内　礼子様～東C6号室
【転出】
・遠山　健吉様～東B3号室→西B29号室
・大山　ヒデ様～東C6号室→南D203号室
【病室移動】
・関橋　長一様～東合併症室→B2号室
・和田　昌様～東B2号室→B3号室
・竹洞　総子様～東A14号室→B1号室

＜患者様連絡事項＞
・下川　アキ様～コロナワクチン接種券届いています。1回目3/28、2回目4/18に外来枠にて予約しています。
　　　　　　　　主治医診察にて不眠時継続指示エスゾピクロン錠→トラゾドン錠へ変更。v.d.S ベルソムラ錠追加。

・木野　貢様～コロナワクチン接種券届いています。3回目3/22に外来枠にて予約しています。
　　　　　　　　腰部・背部掻痒感に対してデルモゾール軟膏処方(→皮膚科診察)、スミルスチック処方となる。

・板橋　利美様～臨時薬同内容で7日分処方(5mg 1T 1×朝)。

・藤井　崇史様～不穏時継続指示リスパダール内用液・レボトミン錠処方。

[bookmark: _GoBack]・川向　高夫様～経口摂取量増加している事から点滴中止。多動性に対して、本日よりメマンチン塩酸塩錠開始となる。

・中村　栄作様～本日ケアマネより電話連絡あり。3月中には有料老人ホーム 医心館へ入所可能との情報提供受けている。それに際して、看護サマリー作成し入所前にケアマネ介して施設スタッフへお渡しする事としている。また、施設入所の為にミトン着用時間を縮小して欲しいとの要請がある。主治医確認後、患者様の状態をみながら、栄養剤注入時間以外はミトンを外して対応している。

・田村　隆己様～3/18～西病院・聖マリアハートクリニックからの持参薬が当院切り替えとなる(3/23～定期薬)。

・坂本　和子様～アリピプラゾール錠開始となる。
(3mg 1T 1×朝 ※本日のみ16:00に服薬されている)

・高柳　和子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・丹内　栄子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・若沢　理子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・安ヶ平　小倭子様～本日より五苓散開始。臨時薬処方となる。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察開始するも他者への迷惑行為著明にみられ、早めに開放観察終了している。自室では時折奇声聞かれる。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。各食両上肢拘束一時解除し自力で全量摂取。両下肢の拘束とミトンそれぞれ時間をあけて開放するも自傷行為など危険な行動はなし。母親のことを気にしてスタッフに質問されることあるも、頓服希望や不穏さなく落ち着いて過ごすことできている。拘束部位循環障害無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・金山　辰巳様～身体拘束中。酸素3ℓ流入中。拘束解除中カヌラ外しあるが酸素飽和度の大きな低下や呼吸苦の訴え無し。不穏さや易怒性も無い。食事は自力で1/2摂取している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・竹内　礼子様～11:00東病棟Cユニットへ医療保護入院。外来からの来棟途中で不穏強くなり一時的にAユニットへ移動。落ち着き無く説明にも疎通は取れず、強引にユニットドアを開けようとしたり粗暴的行為目立つ。主治医へ状態報告し、指示にて11:35ジプレキサ0.5V筋注実施。一時的に穏やかとなっているが、その後便を持ってうろついている事あり。手洗い促し介入に声掛けも理解出来ず、手指洗浄に強い抵抗、暴言、暴力見られている。時間空けCユニットへ誘導している。

＜新入院患者様情報＞＞
　　　氏名：竹内　礼子（たけうち　れいこ）様
　生年月日：昭和26年3月29日　70歳
　　　病名：アルツハイマー型認知症
　　　性別：女性　
　主 治 医：小栁Dr.（サポート医：馬渡Dr.）
　入院形態：医療保護入院
　　　病棟：東病棟Cユニット

H30年頃より認知症症状出現。大里脳神経クリニックにてアルツハイマー型認知症の
診断を受けている。R3年8月より易怒性が出現し、薬剤調整行うも症状改善せず次第
に認知機能低下も進行。R3年12月 夫が急逝するが、夫の死を理解できていない様子であった。
R4年1月頃よりりんごっこ寿楽荘に入所。入所後も易怒性・徘徊、収集行動、会話
調の独語、抜毛、入浴拒否などが見られていた。大里脳神経クリニックの紹介にて当院
で入院治療の希望あり。症状改善目的にて本日R4.3.15 11:00東病棟C6号室へ医療保護入院となる。


